
 

 

食品衛生法第２４条の規定により、市民の皆様の食の安全と安心を確保するため、平成２８年度に豊橋市が

行う食品衛生に関する監視指導の実施計画を定めました。この計画に基づき、効率的かつ効果的な監視指導

を実施します。 

 実施体制 
① 監視指導及び試験検査は生活衛生課及び食肉衛生検査所が実施します。 

② 厚生労働省、消費者庁、都道府県等の食品衛生担当部局及び農林水産担当部局その他関係機関との連絡体制の

充実に努め、必要に応じて連携して対応します。 

重点監視事項等 
 HACCP 導入型基準による衛生管理を推進するため、講習会等の実施や導入に向けた助言等の支援に努めます。 

 食品表示法の経過措置が短い（平成 28 年 9 月 30 日）生鮮食品を中心に食品表示に係る監視指導を強化します。 

 食肉に起因する食中毒の発生を防止するため、食肉の取扱い等に係る監視指導を強化します。 

 食品衛生法、と畜場法、食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律に定める基準等が遵守徹底されるよう

監視指導を行います。 

 食品群ごとに生産、加工、流通等の行程に応じた監視指導を行います。 

 夏期及び年末においては、特に監視指導を強化し、食品の安全性確保を図ります。 

立入等検査、食品等検査 

次のとおり、食品等取扱施設への立入検査及び食品等の収去検査・表示検査を実施します。 

対象施設 計画件数  対象食品 計画件数 

立
入
検
査 

重点施設 

大量調理施設 ４２  

表
示
検
査 

食肉、食鳥肉及び食肉製品 ４５０ 

社会福祉施設 ６０  水産食品 ２５０ 

広域流通食品製造施設 ２１０  菓子類等 ２００ 

生食用食肉等取扱施設 ８００  野菜、果実、穀物等及びその加工品 ４００ 

大規模食品販売施設 ５００  その他の食品 ４００ 

と畜場及びと畜場併設食肉関連営業施設 ２８０  計 １,７００ 

食鳥処理場 １０     

その他の施設 １,６００     

計 ３,５０２     

 

対象食品 
検査項目（件数） 

微生物 添加物 残留農薬 放射性物質 その他 

収
去
検
査 

食肉、食鳥肉及び食肉製品 １７ １０ ６,３９０ 

１５ 

１１６ 

乳及び乳製品 ６２ ０ ０ ４４ 

食鳥卵 ２ ０ ０ ０ 

水産食品 ２６ １０ ０ ４ 

野菜、果実、穀物等及びその加工品 ３８ ０ ９,５８５ １５ 

上記以外の食品 １７３ ８９ ０ ２６ 

その他 ０ ０ ０ ６２ 

計 ３１８ １０９ １５,９７５ １５ ２６７ 

違反発見時の対応 
再発防止等必要な措置を講ずるとともに、必要に応じて関係機関に情報を提供し、連携を図ります。また、危害の重大

性や広域性が認められる違反の場合には、公表を行います。 

自主衛生管理の推進 
① 衛生管理の実務責任者を対象に自主衛生管理等に関する衛生講習を実施します。また、ＨＡＣＣＰ導入型基準によ

る衛生管理の導入を積極的に推進します。 

② 食品衛生意識の向上を目的として、衛生管理の優れた施設に対して表彰を行います。 

食中毒等発生時の対応 
直ちに調査を実施し、健康被害の拡大防止、食中毒の再発防止等のために必要な措置を講じます。また、必要に応じ、

関係機関との連携を図ります。 

情報提供及び意見交換 
① 食品等事業者や消費者の方へ、広報とよはし、ホームページ、リーフレット配布、講習会等により食中毒の発生状況

や予防方法に関する情報提供を行います。 

② 消費者、食品等事業者との意見交換会を実施します。 
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